
『富士発信計画進行中』令和７年度地域未来おうえん講座（佐賀市×富士公民館×アバンセ）

第２回講座開催（R7.10.８）

「テレビ報道のプロが伝える 富士よかとこ発信のキホン」

『富士町のことを発信することでまちに人を呼び込みたい！』の想いの実現に向け、
佐賀市・富士公民館・アバンセの三者共同企画で「富士発信計画進行中」の講座を開催しています

講師：峰松輝文さん（株式会社サガテレビ情報コンテンツ推進部長）

サガテレビ S44開局。県内唯一の民放テレビ局。
県内の様々な情報を伝えるかちかちLVE（前:かちかちワイド）は
今年26年目を迎える長寿番組で、永く県民に愛されている

発信力に差がつく！？
＋１ステップ
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＼テレビはこんな情報求めてます／

②こどもが関わるイベント【一日一こども】

ニュースの中に一つはこどもの話題を入れたい。
こどもが出ると、家族で見てくれる。
大人の話題の詰め合わせではなく、
できるだけこどもの話題を取り入れ
たいので、取材に行くようにしている。

テレビは季節感を大事にしている。
作物の収穫や季節の花の開花は
季節感を取り入れやすく、
視聴者に季節を感じさせやすい。
富士が名産でなくてもいい。「田植えするよ」
「咲きそうだよ」「そろそろ収穫だよ」と情報を貰えれば
記者が取材に行きやすくなるのでぜひ送ってほしい。
特に富士町は、秋～冬にかけて県内でも季節が先行する
からチャンス！！
二十四節気を意識すると◎

①季節を感じるもの

8/3鉄道模型まつりで取材されました！

講座のようす（第１部）
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地域の情報の入手方法

○市政・県政記者室に届くチラシ
○記者の知り合いに聞く
○メール・FAX・サガテレビアプリへの
情報提供

チャンス！！

★手書きFAXは目立つ！
（紙出力しなくていい点も◎）
★FAXやアプリはいろいろなスタッフの目に
触れる機会がある

地域の情報に詳しい人に尋ねることがある。
そのように、地域の情報のワンストップの
役割を担うところがあると、記者としては
いろいろと尋ねやすい。
富士町の情報を集約するワンストップが
あったらいいな。

地域の方からの情報提供が
きっかけで、夕方のニュースの
特集になった下無津呂地区
「放生会」
（サガテレビ2025.9.25放送）

'25 10 8
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第１部 ゲストトーク
テレビ局は地域のどんな情報を求めているのか？
どんな情報発信をしたら記者の目に留まりやすいのか？などなど
私たちができる地域の情報発信についてお話いただきました！
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若者のテレビ離れについて

インターネット上には情報が溢れている。
正しい情報ばかりではなく、

その情報が正しいのかあやふやな状態で行動するのは、
大きなリスク！

地上波のテレビ局はオールドメディアと呼ばれるが、
それだけの歴史と培ってきた信頼がある。

信頼性を担保した情報を提供することを心掛けている。
また、地方局は地域の話題に特化しており、
自分の暮らすまちで何が起こっているのか

視聴者が知っておいた方がいい情報を抽出して提供している。

企業とのコラボはチャンス！？

イベントなどをするときに、企業との
コラボは広報や取り組みの広がりの面で
メリット大。地域からだけでなく、企業
からの情報発信もあり、一般の方も報道
関係者もその情報に触れる機会が多くなる。

発信力に差がつく！？
＋１ステップ

Q.企画がたくさんある祭りは、
何を打ち出したらマスコミ目に留まりやすい？

A.富士町らしいもの！
富士町ならではのもの！
キッチンカーよりも富士で採れた野菜！

Q.富士太鼓を
こどもたちがやるけどどうだろう？

A.イベントの情報提供と
してだけではなく、
練習の時から情報をもらえれば
放生会のような取材を検討できる。

▼顔見知りかな…？でも改めて自己紹介！

富士公民館の池田館長が
実際にテレビ局に送った
FAXを見せてもらいました

かちかちLIVEの
『てれび宣伝隊』は
だいたい１ヶ月先まで
埋まってるので、
早めに連絡を！

次回（第３回）のご案内

富士町在住・在勤で
情報発信に関心がある人、イベントの広報や集客に悩んでる人

※要事前申し込み

「終わりから始まる次のステップ 」

今年取り組んだイベントの広報や情報発信について、
事例紹介と、次のイベントに向けた意見交換をします。

対象

１２/１６（火）

18:30～ 20:00

会場 富士公民館
会議室

おいしいお茶とお茶菓子を用意してますよ！和気あいあいと語り合いましょう～♪

申し込み・お問合せ先
富士公民館
0952‐58‐2882

情報の出し方に悩んでる
集客が難しい
などなど、悩みを共有しました

第２回
参加者の声
（抜粋）

・富士町の情報の拠点という発想がなかったので、とてもハッとさせられました。
・日頃、目にしているものが良いという言葉が印象に残った。
・富士町らしさを意識して情報発信した方がいいことを確認できた。

第２部 グループトーク 峰松さんによる質疑応答＆参加者同士の交流タイム♬
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